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Abstract 
Since 2011, students of the Department of Music Education, School of Education, Hiroshima University have 
been continuously organizing proactive concerts. These concerts comprise advantages such as the ability to 
perform in small groups and connections that transcend the boundaries of instruments. Conversely, they also 
engender issues such as a decreased sense of purpose and increased sense of burden in their management. This 
study aims to clarify issues with continuation of concerts that students take initiative in, explore the factors that 
caused these issues, as well as obtain suggestions for solving them. The study consists in conducting a 
questionnaire and an interview survey with the students who participated in the concert, and to analyze the results 
using methods such as factor analysis. Despite having a positive perspective toward learning and motivation for 
participation, the students face a sense of challenge in the concert. These challenges could be classified into six 
categories. The first category concerned bias in instruments and composition, the second regarded a decrease in 
the number of participants and participating groups. The third lied in the difference in motivation regarding 
management, difference and balance in workload, time, and burden related to management. The fourth lied in the 
difference in the sense of purpose among students, the fifth in the ambiguity in the purpose of the concert itself, 
and the sixth in human relations and hierarchy. It became clear that these factors were related to the diversity of 
values and experiences, as well as the stereotypical notion of homogeneity. Furthermore, to solve issues, it is 
necessary for students to recognize that facing the problem-solving process is a part of learning, which is the point 
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え，次の 3 点に要約できた。 
 ①運営は学生が行っている。主催は学生ではないものもあるが，運営はいずれの演奏会も学生が係分 
  担をし，学生のみで行う。 
 ②教員が何らかの形で関わりを持っている。運営への関与は少ないものの，最終的な確認や出演者の 
  オーディション，音楽的指導などを行うことがある。 
 ③単位化されていない学習活動である。授業のように単位認定されるものではなく，サークル活動と 
  して存在している団体でもない。 
 
表 1 インタビュー調査による調査対象演奏会の性質 
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（2）学生主体の演奏会の意義及び課題 
 インタビュー調査を基に，代表者から見た学生主体の演奏会の意義及び課題を整理する。 
 まず，意義について整理すると，第 1 に，普段できない経験が可能になるという点が挙げられる。授業
では取り扱われていない小編成アンサンブルを行う機会や，ある楽器に特化した演奏機会などが確保でき
る。学生らにとって，演奏機会を確保するための手段として機能しているともいえる。 
 第 2 に，音楽的，人間的に，視野が広がるという点が挙げられる。普段，関わりの少ない学生同士のコ
ミュニケーションや，学年を越えた交流が可能になり，横のつながりだけではなく「縦のつながり」も築
ける。それにより，学びの幅も広がる。 




 続いて，課題について整理すると，第 1 に，楽器および編成の偏りが挙げられる。これは，学生全体の
専攻楽器の偏りや，演奏会参加者の減少が影響している。また，このことが，やりたいアンサンブルがで
きない状況や，参加したいという意思がない学生が参加せざるを得ないという状況を生んでいる。 
 第 2 に，モチベーションの差という点である。これは，演奏面よりも運営面に多く見られ，仕事量のバ
ランスや上級生と下級生との意識の違いなどが原因だと考えられる。 
 第 3 に，個人の目的意識の違いが挙げられ，モチベーションの差が生まれる原因の一つになっている。 








 広島大学（教育学部音楽科）に所属しており，調査対象とする演奏会に 2019 年度に参加した学生 44 人
を対象に，Google Forms を用いて質問調査を行った。学習観を見るため，対象学生は現役学生のみとした。 
 質問内容は，「回答者の学年」「音楽系授業における学習観（20 項目）」「参加した演奏会」「参加した演





 今回の調査では，対象学生 44 人中 31 人の回答を回収し，うち 4 人は 2つの演奏会に参加していたため，




実施した。因子パターンの値が各因子で 0.35以上であった 17項目を 4つの因子の解釈尺度とした（表 2）。
第 1因子は「積極的意識」，第 2因子は「探究的意識」，第 3因子は「自己成長意識」，第 4因子は「消極的
意識」とし，表 2 に因子負荷量の高い 2〜3項目を記載する。 
 また，4つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し，それぞれの下位尺度得点を求めた（表 3）。 
 平均値に着目すると，第 2因子「探究的意識」と第 3因子「自己成長意識」が 4.0以上であり，第 4因
子「消極的意識」の平均値が低いことから，音楽系の授業についてポジティブに捉える学生が多く，消極
的な意識を持つ学生が少ないといえる。 














実施した。因子パターンの値が各因子で 0.35以上であった 19項目を 4つの因子の解釈尺度とした（表 4）。
第 1因子は「自己充足欲求」，第 2因子は「経験欲求」，第 3因子は「音楽的学習欲求」，第 4因子は「演奏




 また，4つの下位尺度に相当する項目の平均値を算出し，それぞれの下位尺度得点を求めた（表 5）。 
 平均値に着目すると，第 3因子「音楽的学習欲求」が 4.07 と最も高い値を示しており，授業等で学んだ
演奏技術や知識の向上を目的とする学生が多いといえる。次いで，第 1因子「自己充足欲求」と第 2因子
「経験欲求」がそれぞれ 3.93 と 3.91 で，音楽を学ぶ学生らにとって演奏会への参加は，自己充足感を得る
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ　自己利益（α=.85）
11.　やらなければいけない、義務的なものである -.89 .24 .14 .39
13.　社会に出るために大事なものである .70 .00 .08 .15
8.　 わずらわしいものである -.68 -.21 .41 -.40
Ⅱ　主体的行動（α=.83）
12.　自分から主体的に取り組んでいくものである -.13 .85 -.21 -.15
19.　物事を深く追求していくものである -.06 .75 .12 -.17
16.　学びたいことや興味・関心を深めていくものである .22 .68 .09 .18
Ⅲ　自己成長（α=.84）
5.　  自分を成長させるものである .14 -.17 .79 -.01
3.　 自分自身の成長を手助けするためのものである .05 .11 .78 .01
Ⅳ　目的達成（α=.72）
2.　 卒業するために必要なものである -.04 .11 -.01 .79
1.　 与えられた課題をこなすものである .15 -.23 -.01 .78
4.　 課題をこなせばそれでいいものである -.21 -.53 .12 .60
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ - .32 .34 -.16




積極的意識 .34 * .40 * -.19 3.77 0.65
探究的意識 .42 * -.08 4.26 0.63
自己成長意識 -.03 4.50 0.63
消極的意識 2.97 0.82
* p  < .05
−
−
積極的意識 探究的意識 自己成長意識 消極的意識
−
−




 参加動機の相関に着目すると，「経験欲求」と「音楽的学習欲求」の相関が最も高い（r = .70）。また，「自








表 4 参加動機因子分析結果 
 
 







Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ　充実感（α=.93）
8.　 「参加してよかった」という充実感を得ることができるから .94 -.17 .06 .16
1.　 演奏活動を楽しみたいから .91 .20 -.17 -.28
5.　 自分自身の経験になると思うから .86 .19 .03 -.28
Ⅱ　経験欲求（α=.87）
11.　社会人になったときにこの経験は必要だと思うから .06 .85 -.20 .06
21.　学びたいことがあるから -.24 .76 .28 .21
14.　視野を広げたいから -.11 .75 .28 -.06
Ⅲ　専門知識習得（α=.9）
3.　  楽器に関する専門知識を習得したいから .13 -.10 .94 -.13
7.　 音楽に関する専門知識を深めたいから -.07 .13 .84 .07
13.　興味のある分野を深く掘り下げたいから -.03 .44 .62 -.16
Ⅳ　演奏会の評判（α=.76）
19.　知名度が高い演奏会だから -.13 .17 -.25 .89
6.　  演奏会の評判がいいから .17 -.06 .22 .74
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ − .53 .48 .38




自己充足欲求 .66 ** .59 ** .44 ** 3.93 1.00
経験欲求 .70 ** .30 3.91 0.89




** p < .01
自己充足欲求 経験欲求 音楽的学習欲求 演奏会の外的評価
−
−
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（4）質問調査結果の分析 
①学習観尺度と参加動機尺度の関係 
 表 6 に示す下位尺度得点を用いて，2つの尺度の相関係数を求めた（表 7）。まず，学習観の「自己成長
意識」と参加動機の「自己充足欲求」との間に有意な正の相関が見られた（r = .54）ことから，自己充足感
を味わうことで，自己の成長を実感していると捉えることができる。また，学習観の「消極的意識」と参
加動機の「演奏会の外的評価」との間に弱いものの有意な正の相関が見られた（r = .43）。 
 



































積極的意識 .02 .05 -.17 -.06
探究的意識 .20 .03 -.03 .18
自己成長意識 .54 ** .25 .12 .21
消極的意識 .16 .34 * .28 .43 *
自己充足欲求 経験欲求 音楽的学習欲求 演奏会の外的評価
* p < .05  ** p < .01 
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は下級生の度数が 14 人，課題意識による比較では課題意識ありの度数が 23 人，オーディションの有無に







































































































































































図 1  学習観尺度の学年による比較  図 2  学習観尺度のオーディションの  
有無による比較 
図 3  参加動機尺度の学年 
による比較 
図 4 参加動機尺度の課題意識の 
有無による比較  
図 5 参加動機尺度のオーディション  
の有無による比較 




































         演奏のみならず運営面でも他者と連携して効率よく公平にやっていく必要がある 
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（3）課題解決に向けて 
 これまで，調査によって明らかになった課題とその要因を挙げてきた。本項では，課題を解決するため
に必要なことは何か，これまでの分析を基に考察していく。 
 代表者へのインタビュー調査では，曖昧になった目的意識を明確化する必要性が問われた。学生個人や
演奏会自体など，目的がある程度定まることで，「何のために演奏会に参加し運営しているか」が明確にな
る。例えば，演奏技術を向上させる，上級生との関わりをつくる，室内楽の魅力を知ってもらうなど，さ
まざまな目的が考えられる。参加学生がそれぞれ明確な目的意識を持ち，さらにそれを全体で共有したり，
代表者が把握したりすることで，全体としての統一感や，全体の雰囲気のよさにつながるだろう。 
 また，学生らは，演奏会に対して何らかの課題意識を持ち，その内容を具体的に捉えているにも関わら
ず，参加学生同士で課題に関する話し合いをしていない。このことを考えると，課題解決に向かうコミュ
ニケーションが不足している点が指摘できるかもしれない。例えば，学生らは，演奏会に対する欲求が実
現できない状況が生まれているため，課題意識を感じているということを指摘した（図 2，4，5）。演奏会
に参加する際，学生それぞれの求める理想を明確にし，それをふまえ全体の方向性を決める，意見をすり
合わせていくことが必要不可欠であろう。学生らが捉える課題は，必ずしも継続性を伴うものではなく，
その時々によって起こるものや，常時起こり得るものが多い。その時々の状況に対応していくためにも，
事務的な会議だけではなく，意識の共有が可能なコミュニケーションの場を設けることが必要であろう。 
 さらに，注目したいのは，課題意識を持つ学生がいる一方で，課題意識を持たない学生が 3割以上いる
ということである。課題意識に差があることを学生ら自身が気付いているのだろうか。課題意識を持つ人
と持たない人では，演奏会に対する熱量が異なってくると考えられる。 
 参加者は単に音楽的な向上や経験を求めるだけでなく，課題解決のプロセス（課題の把握，共有，解決
策の提案，実行）を演奏会参加・運営における学習の一つとして位置づけ，それを認識する必要がある。
特に「学生主体」の演奏会にはこのことが求められる。 
 
5 おわりに 
 本研究では，広島大学における学生の主体的な演奏会の継続性に伴う課題について，各演奏団体へのイ
ンタビュー調査や参加学生への質問調査を実施した。その結果，学生らは，ポジティブな学習観や参加動
機を持っているにも関わらず，演奏会に対して課題意識を持っており，その要因には，価値観や経験の多
様性，同質性を求める固定概念のようなものが関係していることが明らかになった。それらの課題を解決
するためには，学生らが，課題解決プロセスに向き合うことも学習の一つとして認識していくことが必要
であり，そこに学生主体の演奏会の特性が認められるといえる。 
 一方で，サンプルサイズが小さかったことで，量的データのみでは解釈しきれない部分もあった。今後
は，質的データを収集することも視野に入れ，学生らが学生主体の演奏会における課題をどのように捉え
ているのか，その意識の背景に着目する必要がある。 
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